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よ
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す
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。
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「
政
治
史
」
の
「
究
極
一
曲
黒
い
手
で
あ
る
人
間
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
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生
き
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
そ
れ
は
人
間
性
の
史

へ学
で
あ
る
。
そ
の
構
造
的
特
徴
は
、
階
級
的
規
定

性
と
運
動
史
的
憲
向
性
（
階
級
の
論
理
と
運
動
の

論
理
）
の
統
一
を
め
ざ
し
、
歴
史
に
お
け
る
前
進

的
・
進
歩
曲
契
機
を
優
先
さ
せ
る
原
理
を
維
持
す

る
点
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
服
部
の
史
論
の
主
力
は
、

へ
　
　
ぬ
　
　
へ

変
革
期
に
お
い
て
運
動
史
的
志
向
性
（
政
治
的
実

践
）
が
そ
の
恋
向
を
持
つ
人
間
の
階
級
的
規
定
性
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
克
脹
し
て
ゆ
く
過
程
に
注
が
れ
て
い
る
、
と
刃

　
最
後
に
V
と
し
て
十
五
年
戦
争
史
に
関
す
る
書

評
五
本
を
紋
め
る
。

　
ま
た
こ
の
本
に
は
、
各
章
ご
と
に
「
私
記
」
が

は
さ
み
こ
ま
れ
て
お
り
、
論
文
作
成
の
い
わ
ば
楽

屋
裏
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。

著
巻
の
人
柄
が
し
の
ば
れ
よ
う
。

　
以
上
、
恣
意
的
に
内
容
を
紹
介
し
た
が
、
と
も

あ
れ
こ
の
論
文
集
は
、
十
五
年
戦
争
の
罠
衆
史
的

視
座
に
た
つ
研
究
と
し
て
無
視
で
き
ぬ
重
み
を
も

つ
も
の
で
あ
る
。
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『
史
林
』
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ
な
ど

　
○
研
究
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト

　
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
程
度

　
　
研
究
論
文
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
」

　
　
と
、
　
「
英
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
（
駅
究

　
　
ノ
ー
ト
に
は
両
方
と
も
不
周
）

　
　
評
は
原
剣
と
し
て
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と

　
○
学
会
動
向
・
幾
判
と
反
省
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字
詰
三
〇
枚
以
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◇
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史
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編
集
委
員
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習
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宙
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京
都
大
学
文
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部
内

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

『
史
林
』
の
バ
ヅ
ク
ナ
ソ
バ
ー
在
庫
は
次
の
通

り
で
す
。

合
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山
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四
八
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・
三
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四
九
一
嘗
一
二
。
一
血
・
六
号

　
五
〇
巻
四
号

　
頒
価
は
、

お
申
込
は
必
ず
前
金
に
て
、
郵
送
の
場

（
沓
禰
四
〇
円
）
を
添
え
て
下
さ
い
。
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五
六
巻
六
号
ま
で
は
五
〇
〇
円
、
五

七
巻
一
暑
～
五
八
巻
六
号
は
六
〇
〇
円
、
五
九
巻

一
号
以
降
は
七
五
〇
円
で
す
。
な
お
総
議
録
は
、

頒
価
一
〇
〇
〇
㎜
U
送
料
六
〇
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と
な
っ
て
あ
碗
・
り
ま

す
。
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会
費
値
上
げ
に
つ
い
て
の
お
知
ら
鶯

　
本
会
で
は
過
去
四
年
間
、
会
費
を
四
、
○
八
○

円
に
据
置
き
、
諸
経
費
を
簾
減
し
、
会
員
の
皆
様

に
負
捉
の
か
か
ら
ぬ
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
諸
物
価
高
騰
の
折
、
雑
誌
一
宮
当
り
経
費

も
上
が
り
、
郵
送
料
の
値
上
げ
も
予
想
さ
れ
ま
す

た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は
史
林
刊
行
に
支
障
を
き
た

す
に
い
た
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
や
む
な
く
一

九
八
○
年
五
月
発
行
の
六
十
三
巻
三
号
よ
り
一
男

当
り
八
三
〇
円
に
値
上
げ
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
従
っ
て
今
年
度
の
会
費
は
四
、
六
八
○
円

と
な
り
、
来
年
度
以
降
の
年
会
費
は
鴎
、
九
八
○

円
と
な
り
ま
す
。

　
右
の
よ
う
に
改
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
員

の
皆
様
の
御
諒
承
を
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

上
げ
ま
す
。
な
お
、
会
費
は
前
納
制
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
会
の
活
動
は
す
べ
て
会
費
に
依
存
し
て

い
ま
す
の
で
、
前
納
に
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

あ
わ
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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史
学
研
究
会

学
会
案
内

　
第
十
五
回
国
際
歴
史
学
会
議
世
界
大
会
が
、

左
記
の
霞
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

一、

匇
ﾔ
　
　
一
九
八
○
年
八
月
十
臼
（
臼
）

　
　
　
　
　
よ
り
十
七
臼
（
臼
）
ま
で

一、

L
程
　
十
日
（
臼
）
　
開
会
式

　
　
　
　
　
十
一
霞
（
月
）
～
十
二
臼
（
火
）

　
　
　
　
　
各
種
国
際
委
員
会
大
会

　
　
　
　
　
十
・
三
B
（
水
）
～
十
↓
ハ
日
（
土
）

　
　
　
　
　
本
大
会

　
　
　
　
　
十
七
日
（
日
）
　
閉
会
式

一
、
場
衡
　
ル
ー
マ
ニ
ア
・
ブ
カ
ン
ス
ト

付
記
　
参
加
申
込
み
は
一
九
八
○
年
期
月
一

　
　
日
ま
で
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
以
降
に
な

　
　
る
と
、
参
加
費
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

編
集
　
後
　
記

　
お
だ
や
か
に
あ
け
た
八
○
年
で
す
が
、
一
月
も

半
ば
を
過
ぎ
て
、
寒
さ
厳
し
き
目
々
が
続
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
砦
様
に
は
い
か
が
お
す

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
多
少
遅
れ
ま
し
た
が
、
六
三
巻
一
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
本
号
は
、
目
次
に
も
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
四
本
の
論
文
と
一
本
の
ノ
ー
ト
を
得
、
久

々
に
質
の
み
な
ら
ず
蚤
の
颪
で
も
充
実
し
た
号
と

な
り
ま
し
た
。
十
分
に
御
吟
味
下
さ
い
。
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